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研究成果の概要：高校の新学習指導要領では新科目の「地理総合」が盛り込まれ、その中で GIS
の実践が強く求められている。しかし、学習指導要領には GIS を使用することによる教育的効
果の理論付けはない。そこで本研究を行い、GIS のスキルの向上のみならず、地理的な見方・
考え方を育む空間的思考力の向上こそが教育的効果であるという認識のもと、その実証的研究
を行ったものである。コロナ禍でコンピュータ室の利用に制限が課せられる等苦慮したが、タ
ブレット等も駆使して研究を遂行した。紙地図では見えない観光資源を評価したり、新潟県の
データを用いての主題図作製等、空間的推論の向上に成果を繋げた。 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
新学習指導要領の新科目「地理総合」について学習指導要領の中には GIS についての理論付

けに関する記述がないので、地理教育での GIS の理論付けや位置づけを行うことにより全国の
高校教員にとり、GIS の実践がなぜ必要なのかが理解でき、新学習指導要領のスムーズな実施
の一助となったと思われる。また、GIS を取り入れた新しい地域調査の実践例を提示すること
ができ、教材化することができた。教育委員会も手探りの状態であると思われ、こうした取り
組みは高校教員や教育センターにとり大変意義深く、新学習指導要領の新科目「地理総合」の
実施に向けた全国の地歴・公民科教育の先進的事例となることが見込まれる。 
 
研究分野：地理教育、GIS、空間情報科学 
 
キーワード：GIS、地理的な見方・考え方、空間的思考 
 
１．研究の目的 

高校の新学習指導要領では新科目の「地理総合」が盛り込まれ、その中で GIS の実践が強く
求められている。学習指導要領の中には GIS という言葉が随所に散見されるが、「地理的な見
方・考え方」と GIS との関連が曖昧であり、GIS の理論付けがなされていない。そうした状況
に鑑みて、GIS を使用するとどういう効果が見込まれ、実際にどういう効果があったのかにつ
いての実証的な研究がこれまでにはなされていない。そこで、フィールワークや地域の課題を
GIS により解析することで学習指導要領の中での GIS の理論付け・位置付けを行うことが目的
である。高校現場では GIS の実践に関して戸惑いと懐疑の声が聞こえる。GIS は本当に地理教
育に必要なのかを裏付ける実証的な研究を行い、全国の高校教員に提示することにより、学習
指導要領の趣旨を踏まえた「地理総合」の実践を定着させることがねらいである。ESD の視点
からも GIS が地域人材の育成に大きな効果があることを全国の高校教員へ示したい。このこと
は地歴・公民科の目標である「公民としての資質」の育成のみならず、高校の地理教育や地域
の振興にも寄与することができる。 

２．研究成果 
まず、フィールワークでは長岡市の醸造文化で有名な摂田屋地

区に出向き、調査フォームを内蔵したタブレットを携行して調査
を行った。観光資源について、長所や短所を入力してそれらを GIS
上にプロットした。成果は授業で生徒が発表を行い、紙地図では
見えない観光資源の実態を評価した（図１）。評価した生徒の内容
は概ね一致し、GIS がフィールドワークにおいて有用であり、道路
が滑りやすい、外国語の表示が少ない等改善点を挙げた点は成果 

図１ 摂田屋の様子   が大きい。また、新潟県のデータを用いての主題図作製の授業では、
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指標にウェイトを掛けて読み取りを行わせた。その結果、新潟県内の自治体の空間的位置関係
が把握でき、推論通り人口と小売店舗数の相関（図２）や所得
と健康状態の相関を把握できた点は意義が大きい。また、免許
保有率と自動車保有代数の主題図、さらに疾病の地域差、教育
費に大きなウェイトを置いている自治体等様々な自治体の横顔
が明らかになった。 
ハザードマップの作製の授業では、自治体のハザードマップ

には示されていない土地条件図を用いての地形と災害リスクの
関係が理解でき、また避難所へのアクセスが悪く、災害弱者と
なると見込まれる高齢者の人口を推計したり、推論通り盛土等 

 図２ 小売店舗数と人口  人工地形の脆弱性（図３）を理解できたと言える。さらに判別
分析を用いての人工地形か否かの分析では、緩扇状地を人工地
形と誤判別したが、これにより災害リスクについてより学習が
深化した。こうした実践により紙地図の学習では不可能な空間  
的推論の向上に寄与したと言える。GIS は空間的推論を検証し、
またモデルの可視化によってさらに空間的推論の向上に寄与す
ることが明らかとなり、GIS の教育的効果のエビデンスとなった。
紙地図主体の地理教育は新たなフェーズを迎え、地名物産的な
地理教育は終止符が打たれた。こうした成果を日本デジタル教 

  図３ 液状化リスク     科書学会や新潟県の高等学校研究会の地歴・公民部会の研修会で
発表し、先生方の地理総合に向けての実践への参考とすることができた。「地理総合」の必履修
に大きく期待してまとめとする。 
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